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１ はじめに 

横浜市では昭和 48 年に「魚がすみ、釣りや水遊びの楽しめる海や川を市民の手にとりもどせること」と

いう水質環境目標を設定し、それを実現するために生物指標を設定した。現行の生物指標は平成 16 年度に

改訂されたものであり、指標種の一つとしてナミウズムシを含む。ナミウズムシはプラナリア（扁形動物門

ウズムシ網ウズムシ目ウズムシ亜目に属する動物の総称）の一種であり、市内でも源流域を中心に生息が確

認されてきた在来種である。しかし、近年、外来性のプラナリアが各地で報告されるようになり、市内でも

平成 20 年度河川生物相調査（以下、12 報）で「ナミウズムシ」と報告された中に外来性のプラナリアを含

む可能性が指摘された。ナミウズムシは低水温・貧栄養的環境といった「きれいな水域」に生息する一方、

外来性プラナリアは高水温・富栄養的環境でも生息することが知られている。したがって、これらを区別で

きない場合、生物指標による水質評価の精度を下げることが懸念された。本調査は、指標種選定の基準であ

る２点（①水質の指標性が明瞭である種 ②専門的な知識がなくても分類が可能なもの）に注目し、ナミウ

ズムシの指標種としての位置づけを再考し、生物指標による水質評価の精度向上に資することを目的とした。 
 
２ 方法 

2-1 プラナリアの分布と水質の指標性について 

 平成 22 年に市内河川の代表的な 32 地点、平成 23 年に源流域の補足地点の 5 地点で、プラナリアの生息

状況を環境科学研究所が調査した。委託調査である平成 23 年度河川生物相調査（以下、13 報）では 41 地

点を対象としており、生存した状態でプラナリアを同定しているため、12 報より精度の高い分類が行われた。

ナミウズムシの水質の指標性については、13 報のプラナリア確認地点の BOD 等の結果を用いて解析した。

また、13 報と、外来性プラナリアとの混同が指摘されていた 12 報について、地点ごとに種名を比較した。 
2-2 分類のしやすさについて 

 平成 23 年のこどもアドベンチャー2011 で、「プラナリア種類あ

てクイズ」と題し、被験者にナミウズムシ、外来性プラナリアであ

るアメリカツノウズムシ（以下、アメツノ）とアメリカナミウズム

シ（以下、アメナミ）のうち１種と簡易分類表を配布して、種名と

分類の難易度を回答してもらった。データは小学生 51 名の結果の

みをまとめた。 
 
３ 結果と考察 

3-1 プラナリアの分布 

当研究所の調査の結果、外来性プラナリアのアメツノは 22 地点

で確認され、うち 2 地点ではアメナミも同時に見られた。ナミウズ

ムシは源流域の 7 地点で確認された（図１）。13 報でも、外来性プ

ラナリアは 22 地点、ナミウズムシは 7 地点で確認され、確認地点

としては図１とほぼ同様な結果を得た。 
3-2 ナミウズムシの水質の指標性について 

図１ 横浜市におけるプラナリアの分布 
注）在来性プラナリアはナミウズムシ 



 13 報でナミウズムシが

確認された地点と外来性プ

ラナリアが確認された地点

の水質データを表に示す。

統計的解析の結果、BODと

NO3-Nに有意差が見られ、

ナミウズムシがよりきれい

な水域の指標性を有することが示された。 
 12 報では外来性プラナリアとの混同の可能性を指摘した上で、源上流域の 13 地点と中下流域の 16 地点

でナミウズムシを報告している。13 報ではそのうち、源流域の 5 地点と中下流域の 14 地点で外来性プラナ

リアを確認しており、これらの地点ではこれまで誤同定であった可能性が示された。その場合、12 報の生物

指標による水質評価は 2 地点でランクが下がることになる。また、現行の生物指標でナミウズムシは中下流

域の指標種であるが、13 報では中下流域でナミウズムシは確認されておらず、今後、生物指標の中での位置

づけを再考する必要がある。上述したような水質の指標性からも、ナミウズムシは源上流域の指標種とする

ことが妥当と考える。 
3-3 分類のしやすさについて 

 「プラナリア種類あてクイズ」の結果を図 2 に示す。正解率は、ナミウズムシを配布した被験者で 73％、

アメツノを配布した被験者で 39％、アメナミを配布した被験者で 72％であった。難易度は、回答を各々で

平均すると、ほぼ「ふつう」のレベルであった。 
 ナミウズムシを配布した被験者の不正解者は 4 名で、「アメツノ」「アメナミ」の回答が 2 名ずつであった。

アメナミを配布した被験者の不正解者は 5 名で、3 名が「ナミ」、2 名が「アメツノ」と回答していた。一方、

アメツノを配布した被験者の不正解者は 11 名で、うち 10 名が「ナミウズムシ」、1 名が「アメナミ」と回答

していた。アメツノの場合、特にナミウズムシとの区別、すなわち、耳葉の形態の区別が困難だったと推測

される。このことは、小学生を対象とする生物学的水質評価では、アメツノをナミウズムシと誤同定しやす

く、結果的に、生物学的な水質を実際より「きれい」側に評価してしまう可能性を示唆する。横浜市の生物

指標は、市民の方々の利用も想定しており、指標種は「専門的な知識がなくても分類が可能なもの」である

こととされている。今回の結果では、アメツノの正解率が最も低かったことから、アメツノの分類に特に注

意が必要であることが示さ

れた。アメツノの特徴であ

る耳葉の反り返りや角状の

形態は、動いている時の方

がわかり易い。現場では、

複数個体を観察し、さまざ

まな動きをしている中で形

態を確認することで分類の

精度が向上すると推測する。 
 
４ おわりに 

 横浜市の生物指標で、ナミウズムシは中下流域流の指標種であるが、水質の指標性および市内の分布から、

源上流域の指標種に位置付けられるのが妥当である。 
今後も、行政のみならず、市民の方々にも生物指標を活用していただけるよう、生物相調査等の結果を根

拠として生物指標の精度向上を図っていく。 

表 プラナリア生息地点の水質（平成 23年） 

平均 （最小-最大） 標準偏差 平均 （最小-最大） 標準偏差

BOD (mg/L) 0.5 (0.3-0.8) 0.2 1.5 (0.4-5.4) 1.1

NH4-N (mg/L) 0.16 （0.08未満‐0.37） 0.14 0.41 (0.08未満-2.85) 0.65

NO2-N (mg/L) 0.03未満 － － 0.08 (0.03未満‐1.03） 0.22

NO3-N (mg/L) 0.85 （0.38-1.59) 0.42 2.96 (0.74‐5.82) 1.54

PO4-P (mg/L) 0.07未満 （0.07未満‐0.21） 0.10 0.20 （0.07未満‐0.83) 0.23

ナミウズムシ　　（7地点） 外来性プラナリア　　（22地点）

図２ プラナリア種類あてクイズの結果 


